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（参考）メタボリックシンドロームの診断基準

（日本動脈硬化学会、日本糖尿病学会、日本高血圧学会、日本肥満学会、
日本循環器学会、日本腎臓病学会、日本血栓止血学会、日本内科学会、2005年4月）

（※上記との比較のため、記載方法を一部変更し、上記とほぼ同様の様式とした。）

内臓脂肪（腹腔内脂肪）蓄積に加え、下記の２つ以上の項目に該当する場合。
※“項目に該当する”とは、下記の「基準」を満たしている場合、かつ／または「服薬」がある場合

とする。

メタボリックシンドロームメタボリックシンドローム

ウエスト周囲径 男性：85cm以上 女性：90cm以上

（内臓脂肪面積 100cm2以上に相当（男女とも））

内臓脂肪（腹腔内脂肪）蓄積 ウエスト周囲径 男性：85cm以上 女性：90cm以上

（内臓脂肪面積 100cm2以上に相当（男女とも））

内臓脂肪（腹腔内脂肪）蓄積

・糖尿病に対する薬物治療・高血圧に対する薬物治療・高トリグリセライド血症に対する薬物治療

・低ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症に対する薬物治療

服薬

・空腹時血糖値 110mg/dl以上・収縮期血圧値 130mmHg以上

・拡張期血圧値 85mmHg以上

・中性脂肪（ＴＧ）値 150mg/dl以上

（高トリグリセライド血症）

・ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値 40mg/dl未満

（低ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症）

基準

血糖血圧血中脂質項目

・糖尿病に対する薬物治療・高血圧に対する薬物治療・高トリグリセライド血症に対する薬物治療

・低ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症に対する薬物治療

服薬

・空腹時血糖値 110mg/dl以上・収縮期血圧値 130mmHg以上

・拡張期血圧値 85mmHg以上

・中性脂肪（ＴＧ）値 150mg/dl以上

（高トリグリセライド血症）

・ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値 40mg/dl未満

（低ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ血症）

基準

血糖血圧血中脂質項目

＊ＣＴスキャンなどで内臓脂肪量測定を行うことが望ましい。
＊ウエスト径は立位、軽呼気時、臍レベルで測定する。脂肪蓄積が著明で臍が下方に偏位している場合

は肋骨下縁と前上腸骨棘の中点の高さで測定する。
＊メタボリックシンドロームと診断された場合、糖負荷試験が薦められるが診断には必須ではない。
＊糖尿病、高コレステロール血症の存在はメタボリックシンドロームの診断から除外されない。

“メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の疑い”の判定

（参考：厚生労働科学研究 健康科学総合研究事業「地域保健における健康診査の効率的なプロトコールに関する研究
～健康対策指標検討研究班中間報告～」 平成17年8月）

※老人保健事業の健康診査では、ヘモグロビンA1c値 5.5％以上を「要指導」としているため、メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）の疑いに関する判定項目である血糖を“ヘモグロビンA1c値5.5％”とした。

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予備群と考えられる者

・血糖を下げる薬服用

・インスリン注射使用

・血圧を下げる薬服用・ｺﾚｽﾃﾛｰﾙを下げる薬服用

・中性脂肪を下げる薬服用

服薬

・ﾍﾓｸ゙ ﾛﾋﾞﾝA1c値 5.5％以上・収縮期血圧値 130mmHg以上

・拡張期血圧値 85mmHg以上

・HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ値 40mg/dl未満基準

血糖血圧血中脂質項目

腹囲（ウエスト周囲径） 男性：85ｃｍ以上 女性：90ｃｍ以上腹囲

国民健康・栄養調査の血液検査では、空腹時採血が困難であるため、メタボリック
シンドローム（内臓脂肪症候群）の診断基準項目である空腹時血糖値及び中性脂肪値
により判定はしない。したがって、本報告における判定は以下の通りとした。

腹囲が男性85cm、女性90cm以上で、3つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち２つ以上の項目に
該当する者。

※“項目に該当する”とは、下記の「基準」を満たしている場合、かつ／または「服薬」がある
場合とする。

腹囲が男性85cm、女性90cm以上で、3つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち１つに該当する者。


